小中学校で実施されるプログラミング教育の意義と課題－本学における小中学生および教員向け講習会を事例として－ by 大志田 憲 & 昇高 茂樹
１．はじめに 













研究報告から取りまとめ、3 章で本学における講座の事例を報告、4 章をまとめとする。 
 
２．プログラミング教育について 
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（中教審第 197 号）」を経て、2020 年からプログラミング教育が初等教育において必修化されることとな
った。2)3) 
表１ プログラミング教育を含む情報教育の状況 
国 全国 初等 中等 開始年 
英国 ○ 必修 必修 2015 
オーストラリア ○ 必修 必修 2016 
フィンランド ○ 必修 必修 2016 
イスラエル ○  必修 2000 
ロシア ○ 必修 必修 2010 
韓国 ○  必修 2007 
シンガポール   選択 2009 
インド  必修 必修 2005 
日本 ○  必修 2012 






















































が、以下の表 3 のようにまとめている。 
 
つまり、プログラミング教育の効果は、論理的思考力が身につくことや、これからの社会における自分で


























表４ 2017 年度開講講座 
岩手県立大学宮古短期大学部 地域連携事業 生涯学習講座 
 ・親子で楽しむプログラミング講座 
講師：大志田憲 
日時：平成 29 年 6 月 28 日（水）18:00～20:00 
場所：本学（岩手県立大学宮古短期大学部）情報処理演習室 1 
参加者：親子 3 組（6 年生の親子 2 組、4 年生の親子 1 組）、一般 2 名 [計 8 名] 
 ・簡単な電子制御プログラミング 
講師：昇高茂樹 
日時：平成 29 年 7 月 14 日（金）18:00～20:00 
場所：本学（岩手県立大学宮古短期大学部）情報処理演習室 2 




 日時：平成 29 年 7 月 30 日(土) 10：00～15：00 
 場所：本学(岩手県立大学宮古短期大学部) 語学演習室 
 参加者：市内中学生 18 名 
宮古市教育委員会主催 小中学校教員対象プログラミング研修会 
 ・Scratch（スクラッチ）によるプログラミング -プログラミングの基本と図形描画- 
 講師：大志田憲 
日時：平成 29 年 8 月 4 日（金）9:30～11:30 
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場所：本学（岩手県立大学宮古短期大学部）情報処理演習室 1 
参加者：宮古市内小学校教員 18 名、中学校教員 1 名 [計 19 名] 
 ・Scratch（スクラッチ）によるプログラミング -スイッチと LED を使った電気回路- 
 講師：昇高茂樹 
日時：平成 29 年 8 月 4 日（金）13:00～15:00 
場所：本学（岩手県立大学宮古短期大学部）情報処理演習室 2 





の公開以来ユーザ数は年々増え続け、2017 年 9 月現在で、世界で約 2,000 万人、日本国内でも約 20 万人
のユーザ登録数がある。Scratch の主な対象年齢が 8～16 歳であり、図 3-1 のようにプログラミングはテ
キストでプログラムを組むのではなく、プログラムの命令が書かれたブロックをマウスで組み合わせてい
くもので、視覚的にわかりやすいツールである。 
 Scratch は、Windows、MacOS、Linux 用のインストール版である Scratch1.4 と Web ブラウザ上から
利用できる Scratch2.0(2017 年 9 月現在)があり、どれでも無料で利用できることから、多くのユーザやプ
ログラミング教室などでも利用されている。 
 
図 3-1 Scratch 画面
 




















































前述の小型コンピュータ Raspberry Pi と Scratch を用いて小学校の理科で学習する電気回路を対象と
して簡単な電子制御を行う講座を演習形式で実施した。 
講座の中では、ブレッドボードを用いて LED の点灯回路とスイッチによる入力回路を作成し、作成し
た回路と Raspberry Pi の GPIO を用いて身近な電子機器（今回の場合信号機）制御のプログラミングを
行った。プログラミングでは 1)LED の点灯と消灯、2)「繰り返し処理」を用いた連続点滅、3) スイッチ











 図 3-4(a) 
 図 3-4(c) 
 図 3-4(b) 
 図 3-4(d) 
 図 3-4 生涯学習講座 
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 図 3-5(a)  図 3-5(b) 
 































 図 3-6(a)  図 3-6(b) 
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